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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公開番号】特開2017-55814(P2017-55814A)
【公開日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-012
【出願番号】特願2015-180900(P2015-180900)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月28日(2018.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を変動表示させる識別情報表示手段を備え、前記識別情報が特定態様で表示さ
れることに基づいて、可変入球口が入球可能状態となる特定遊技を実行する遊技機におい
て、
　前記識別情報が前記特定態様で表示される可能性を示唆する予告演出を発生させる演出
発生手段と、
　遊技状態を設定する遊技状態設定手段と、
　を備え、
　前記遊技状態設定手段は、前記遊技状態として少なくとも、通常状態と、前記通常状態
より遊技者にとって有利な有利状態とを設定可能であり、
　前記演出発生手段は、
　前記予告演出として少なくとも、第一の予告演出と、前記第一の予告演出と比較して遊
技者に認知し難い第二の予告演出とを、発生可能であり、
　前記第一の予告演出および前記第二の予告演出のうち少なくとも一方について、前記通
常状態が設定されている場合と前記有利状態が設定されている場合とで異なる発生頻度で
予告演出を発生させ、
　前記有利状態が設定されている場合には、有利状態中における演出態様として少なくと
も、第一の演出態様と、第二の演出態様とを設定可能であり、
　有利状態中における演出態様が前記第一の演出態様である場合と前記第二の演出態様で
ある場合とで異なる発生頻度で予告演出を発生させるよう構成されており、
　前記第一の予告演出よりも前記第二の予告演出の方が、前記予告演出が表示される演出
表示部の中央から離れた位置で表示されるよう構成されている
　ことを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題の少なくとも一部を解決するために、本発明の遊技機は次の構成を採用し
た。すなわち、
　識別情報を変動表示させる識別情報表示手段を備え、前記識別情報が特定態様で表示さ
れることに基づいて、可変入球口が入球可能状態となる特定遊技を実行する遊技機におい
て、
　前記識別情報が前記特定態様で表示される可能性を示唆する予告演出を発生させる演出
発生手段と、
　遊技状態を設定する遊技状態設定手段と、
　を備え、
　前記遊技状態設定手段は、前記遊技状態として少なくとも、通常状態と、前記通常状態
より遊技者にとって有利な有利状態とを設定可能であり、
　前記演出発生手段は、
　前記予告演出として少なくとも、第一の予告演出と、前記第一の予告演出と比較して遊
技者に認知し難い第二の予告演出とを、発生可能であり、
　前記第一の予告演出および前記第二の予告演出のうち少なくとも一方について、前記通
常状態が設定されている場合と前記有利状態が設定されている場合とで異なる発生頻度で
予告演出を発生させ、
　前記有利状態が設定されている場合には、有利状態中における演出態様として少なくと
も、第一の演出態様と、第二の演出態様とを設定可能であり、
　有利状態中における演出態様が前記第一の演出態様である場合と前記第二の演出態様で
ある場合とで異なる発生頻度で予告演出を発生させるよう構成されており、
　前記第一の予告演出よりも前記第二の予告演出の方が、前記予告演出が表示される演出
表示部の中央から離れた位置で表示されるよう構成されている
　ことを特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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